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人間の活動によって増加したＣＯ2 をはじめとする温室効果ガス

の影響で、地球温暖化がすすみ、気候変動により世界中で異常気

象が多発しています。 

日本でも社会基盤などハードだけでは防げない想定外の自然

災害が発生し、多くの人々が被害にあわれています。我々は、低

炭素社会へ向けた取組みを待ったなしで進めて行かなければなり

ません。 

我が国は、地方の過疎化、高齢化、人口減少、インフラの老朽化、

異常気象による自然災害など多くの問題や課題が山積みです。 

また、今後予想される首都直下や東海・東南海・南海などの巨大

地震などの発生に備えた防災・減災対策の重要性が増し、それに

対応すべく国土強靭化が進められているところです。 

当社は建設業者として、これらの要求に応えられるよう日々研

鑽し、人々の安全・安心の確保に貢献出来るよう精進するとともに、

発生時には速やかな復旧に協力できるよう体制を整えてまいりま

す。 

我が国は、環境負荷が少ない再生可能エネルギーへシフトが進

んでいますが、まだ十分ではありません。これまでの経済社会シ

ステムやライフスタイルの在り方をもう一度見直し、資源やエネル

ギーの循環型社会の形成を目指して、適正消費、最少廃棄物の社

会へ転換していく必要があります。 

当社は環境に配慮した施工を標榜し、「ＴＰＳ（トヨタ生産方式）」を

学び、建設業にアレンジした独自の「ＫＣＳ(カブキ・コンストラクショ

ン・システム)改善活動」を推進しています。 

この活動は、環境負荷低減やより品質の高い施工等に社員一人

一人が自主的に知恵を絞り工夫を加え、改善活動を継続的に実施

していく取り組みで、施工と自然を調和させ、かけがえのない地球

環境を次世代に受け渡していく一助となると確信しています。 

   さらに、当社を中核としたグループ企業の取組みの大きな柱とし

て、バイオマスプラントにより、地域で発生した食品廃棄物をバイ

オマス資源として循環（食品廃棄物をメタン発酵させバイオガスを

回収し、隣接エコプラントの燃料として使用し、同時に堆肥を生産）

を推進しています。 

これからも、未来に向け「循環型社会構築」を目指し、地域社会

の環境保全に貢献し『環境の環』を広げ、人々の生活を支えるグル

ープ企業でありたいと考えています。 
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1. 建設にかかわる広範なニーズに、技術開発、良質で安全な企画・設計・施工で対応して顧客満足を得、そして社会資本整備に貢献する。 

2. 公正、透明、自由な競争を行う。また、政治、行政、発注機関、取引先等とは健全かつ公正な関係を保つ。 

3. 株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、企業情報を積極的かつ公正に開示する。 

4. 環境問題への取り組みは企業の存在と活動に必須の要件であることを認識し、環境の改善と向上にむけ自主的、積極的に行動する。 

5. 「良き企業市民」として、積極的に社会貢献活動を行う。 

6. 社員の人格、個性を尊重し、安全で快適な職場環境づくりを行う。 

7. 市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力および団体とは断固として対決し、不当、不法な要求は一切拒否する。 

8. 確固たるコーポレートガバナンスのもと健全、堅実な経営を行う。 

9． 役員は、本憲章の精神の実現が自らの役割であることを認識しつつ率先垂範の上、関係者に周知徹底する。   

10．本憲章に反するような事態が発生したときには、役員自らが問題解決にあたり、原因究明、再発防止に努める。また関係者の権限と責任

を明確化し、自らを含めて厳正な処分を行う。  

2005 年12 月制定

１． ご挨拶 

２．株木建設株式会社 行動憲章 
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2014 年度 全社環境目的・目標・実績 

区分 目 的 目標 実績 評価 

施工 

 

工事施工における「ムダを無くす」ことの

「ムダ」を定義し、ムダを発生することなく

環境改善に繋げる 

①施工不良による手直し、手戻り発生防止 

②環境事故防止のための予防処置を講ずる     

 ※上記における防止・予防処置を1 項目以上立案 

①②合わせた目標値（2.0項目/1工

事） に対する平均値（達成率） 

土木：（1.94項目/1工事）=97％ 

建築：（2.09項目/1工事）=105％ 

○ 

設計 
省エネ設計・技法の充実を図り、顧客提案

力を向上する 

省エネ設計、製品の不具合情報、新たな有効情報を収集分析

し、設計提案リストを25％以上増やす 

102／394＝25.9％＞25％

=104％ 
○ 

オフィス 
事務用品のグリーン調達率を向上する 

オフィス周辺の環境美化を推進する 

事務用品のグリーン調達率92.5％、環境美化の推進（ゴミ削減

4Ｓ：整理・整頓・清潔・清掃）92.5％以上 

グリーン調達率 94.4％ 

環境美化率 94.3％ 
○ 

2014 年度 本社部署目標・実績 
区分 目標 管理項目 目標値 実績 評価 

土木本部 施工段階におけるＣＯ2 の削減 
施工時ＣＯ2削減活動実施率調査シートに

よるチェック 
活動実施率80％ 活動実施率87.5％   ○ 

建築本部 施工段階におけるＣＯ2 の削減 
施工時ＣＯ2削減活動実施率調査シートに

よるチェック 
活動実施率85％ 活動実施率85.2％ ○ 

設計部 
工事検討会時、作業所の環境改善事例、

予防処置、技術情報を提供し支援を行う
工事検討会にて支援実施 

支援提案3 件以

上／工事検討会 

支援提案21件／ 

工事検討会7件＝21件=3件 
○ 

営業本部 環境関連工事への入札・見積参加 継続のためのデータ収集 
年間15 回以上の

参加 
75 回参加＞30 回  ○ 

管理本部 職員の環境意識向上 個別環境活動の実施        
環境活動実施率

90％以上 
実施率68/73＝93.2％＞90％ ○ 

【認証取得状況】 
審 査 登 録 機 関 MSA 

認 証 取 得 日 2005／10／20 

更 新 日 2013／10／28 

有 効 期 限 2016／11／23 

登 録 番 号 MSA‐ES‐476 

環境マネジメントシステムを全

社一括で、2005年10月に認証取

得し、2013年9月に第3回再認証

審査を実施しました。 

総 務 部

管理責任者社 長
環境担当者

環境担当者

経 理 部
管 理 本 部

本 ・ 支 店

土 木 本 部

管 理 部

購 買 部

土 木 部

環境マネジメント組織と運用体制

ＱＥ委員会

環境担当者

環境担当者

社 長 室

安全 品質 環境
管 理 室

営 業 本 部 営 業 部

建 築 部

設 計 部

建 築 本 部

 

【外部審査】 

2015 年 9 月に審査登録機関(株)

マネジメントシステム評価センタ

ーによる第3-2回サーベイランス

審査を受審しました。 

審査結果は、是正要求はなく、改

善の機会1件、観察事項1件とな

りました。 

項 目 2014年度

改善指摘 0 件 

改善の機会 1 件 

観察事項 1 件 

充実点 2 件 

【内部環境監査】 

環境マネジメントシステムの運用状況を把握し、継続的に改善をはかるため、常

設部署及び作業所の内部環境監査を実施しています。 

 2014年度は、常設部署の定期監査を 2回実施（23部署）し、作業所内部監査は安

全パトロール時に同時に実施することとし、11 作業所に対し実施し、指摘事項はあ

りませんでした。 

５． 環境目的・目標 

６． 環境マネジメントシステムの状況 
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国内初の「焼却施設・バイオガス化処理のハイブリット型総合リサイクルセンター 

  日立セメント株式会社 神立資源リサイクルセンター  バイオプラント稼働 

神立資源リサイクルセンターバイオプラントは、地元の家庭系生ごみや食品廃棄物系のバイオマス資源をメタン発酵・発酵堆肥化によりバイ

オガスエネルギーと堆肥にリサイクルする施設で、平成24 年3 月26 日に竣工し、7 月から本格稼働しています。 

既設エコプラントと連携して、バイオガス・熱エネルギーの効率的利用が図れ、尚且つ食の循環に寄与する食品リサイクル法に対応した施設

です。 

神立資源リサイクルセンターバイオプラントは、「土浦市バイオマス

タウン構想」の中核施設として、以下に資すべく、整備いたしました。

①循環型社会形成への寄与 

生ゴミ・食品廃棄物の分別リサイクル 

②地球温暖化防止への寄与 

バイオマスを化石燃料の代替とすることによるＣＯ2 の削減           

③農業活性化への寄与 

生産堆肥の農地還元による有機農業の普及拡大、食の循環の推進 

④社会資本整備に係る行政コスト削減への寄与 

焼却ごみが減ることによる土浦市清掃センターの負荷軽減、最終処分場の延命化 

⑤新しいバイオマス利活用技術の実証、普及への寄与 

焼却・バイオマス化の融合（ハイブリット化）による効率的なバイオマスエネルギーの

利用 

 

 

 
            バイオプラント 

生物のちから・・・自然の循環メカニズムに倣ったリサイクルです 

バイオプラントのリサイクルは、大きく分けて「嫌気発酵（メタン発酵）」および「好気発酵（堆肥化発酵）」の二つの生物処理（発酵）により行わ

れます。 

メタン発酵では、有機物がメタン発酵により無酸素下で分解され、その際、バイオ燃料であるバイオガス（メタンガス）が生み出されます。 

このバイオガスを重油代替として利用することで、化石燃料の使用量削減を図ります。 

 堆肥化発酵では、有機物が多数の微生物群により有酸素下で分解され、有機堆肥を作ることができます。メタン発酵を終えた残さには、多く

の肥料要素が残っているため、「バイオ燃料」のみならず「有機堆肥」にまで、バイオマス資源を余すところなく活用することができます。 

有数農業生産地域でもある地元茨城県で農地還元が可能となり、地域での食の循環を推進するものともなります。 

 

12． グループにおける環境負荷低減技術の開発・取組み例

神立資源リサ

イクルセンタ

ー全体図 






